
こども園、保育所・幼稚園の支給認定・入所申請の受付が始まります
●お問い合わせ　子育て支援課　☎０９７３－７６－３８２８

　令和６年度のこども園・保育所・幼稚園の支給認定及び入所申請の受付を、１１月１７日より開始します。

●０ 歳～５歳（就学前）の乳幼児で、保護者の就労・就学、病気療養、求職活動等の理由により、認定こども園や
保育所での保育が必要な方。[０～２歳：３号　３～５歳：２号 ]

● 上記に該当しない３歳～５歳（就学前）の幼児で、認定こども園・幼稚園の利用を希望される方。［３～５歳：１号］

１１月１７日（木）～
みつばこども園、飯田こども園、子育て支援課（役場１階）

（マイナポータルの「ぴったりサービス」を用いたオンライン申請可）

１１月２２日（水）～１２月２２日（金）
町内施設利用中の方：利用中のこども園または子育て支援課
新規入園希望または町外施設利用中の方：子育て支援課

※詳しくは手引きをご確認ください

※幼稚園の入園資格については、施設ごとに違いますので、希望する園にお問い合わせください。
※１号認定の入園資格については、令和６年４月１日時点で３～５歳の幼児となります。

※就労証明書等の添付書類は、直接窓口にご提出ください。

配布期間

受付期間

配布場所

提出場所

対 象 者

受 付 期 間

町 内 施 設

申込書配布

▲九重町ホームページ
（記入例等もご覧いただけます）

●継続入所の方も全員、申込みが必要です。
● 各園の入所可能な園児数を超えた申込みがあった場合、入所選考を行った上で、第 1 希望以外の園への

入所、もしくは入所を待機いただく場合があります。あらかじめご了承ください。
●受付期間中に提出された申込書は、第 1 次選考として優先的に審査します。
●町外のこども園や保育園、幼稚園を利用する方も、九重町に申請書を提出してください。

子育てのための施設等利用給付（幼稚園の一時預かり・認可外保育施設等のサービスを利用し無
償化を受けるために必要となる認定）を継続する場合も申請が必要です。詳しくは、お問い合わせ
先までご連絡ください。

施　設　名 住　所 電話番号

ここのえみつばこども園 九重町大字引治 508 番地の 1 ☎ 0973-73-2555

ここのえ飯田こども園 九重町大字田野 1624 番地の 9 ☎ 0973-73-3590
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１１月は「児童虐待防止推進月間」です
●お問い合わせ　子育て支援課　☎０９７３－７６－３８２８

　児童相談所への児童虐待の相談件数は増加の一途をたどっており、子どもの命が失われる痛ましい事件が続いて
います。こうしたことを踏まえ、２０２０年４月１日から体罰が許されないものであることが決定されました。

　労働者やそのご家族の方、フリーランス、事業
主の方など働いている皆さまからの、労働に関す
るお悩みについての相談を県の労働相談員がお受
けします。当日来場できない方はお電話での相談
も可能です。相談は無料、予約も不要ですので、
一人で悩まず、この機会にお気軽にご相談ください。

●とき　１０月２５日（水）午前１１時～午後３時
●ところ　九重町役場１階　１０２会議室
●相談方法　来場または電話による相談
※電話によるご相談はフリーダイヤル
　☎０１２０－６０１－５４０
　携帯・スマホ・公衆電話からは
　☎０９７－５３２－３０４０

　マイナンバーカードの申請及び交付について
の時間外窓口を下記の日程で開設します。事前
にご予約のうえ、是非ご利用ください。
★予約方法
開設日の前開庁日（土日祝日除く）の午前 8 時 30 分～午
後 5 時までにお問い合わせ先まで電話でご予約ください。

●お問い合わせ�
　商工観光・自然環境課　������☎０９７３－７６－３８０７
　�県労政・相談情報センター　☎０９７－５３２－３０４０

●お問い合わせ�
　��� 住民課　☎０９７３－７６－３８０２

労働なんでも相談会 マイナンバーカード
時間外窓口のお知らせ

★開設予定日

平
　
日

休
　
日

11 月　7日（火）
11 月24日（金）
12 月　5日（火）
12 月２1日（木）

午後５時～
� � �午後７時

11 月11日（土）
11 月２6日（日）
12 月 �9 日（土）
12 月２4日（日）

午前９時～
� � � � � � �正午

児童相談所
虐待対応
ダイヤル
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎０９７３－７６－３８１１　

次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料から２８，０００円／月を減額。
（１） 入居時点において新婚世帯で、かつ、入居日から５年を超えていない世帯又

は妊娠している者がいる世帯。
（２） 入居時点において子育て世帯又は新婚世帯で、かつ、同居の子が規則で定

める学校に在学しており、１８歳に達する日以後の最初の３月３１日を迎えてい
ない世帯。

次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料から１２，０００円／月を減額。
（１）入居時点において若者単身者で、４０歳以下の者による単身世帯。
（２）入居時点において若者単身者で、新婚世帯または子育て世帯となった世帯。

●入居予定日：令和５年12月１日（金）から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）を入居手続きの際に納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込みには、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は建設課（役場２階）に用意しています。九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

住　		 	 	 	 所：
募 集 戸 数：
住宅使用料等：
駐車場使用料

住　		 	 	 	 所：
募 集 戸 数：
そ の 他：
住宅使用料等：
駐車場使用料

住　		 	 	 	 所：
募 集 戸 数：
そ の 他：
基本住宅使用料：
駐車場使用料：

募 集 戸 数：
そ の 他：
基本住宅使用料：
駐車場使用料：

基 本 減 額

基 本 減 額

募集期間：令和５年	10月16日（月）	～	10月31日（火）	午後5時まで

九重町大字右田３１５０番地
一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月

九重町大字右田６８７番地
一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
ＩＨクッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月

九重町大字右田２０２２番地の１
新婚・子育て世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
IH クッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要。
７８，０００円／月
１，０００円／月（１台分）

若者単身世帯向け３戸（１ＤＫ）
IH クッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要。
52，０００円／月
１，０００円／月（１台分）

松岡台住宅

豊後中村住宅

奥野住宅

町
営
住
宅

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

申
込
み
に
つ
い
て

▲九重町ＨＰ
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合併浄化槽の設置は今がチャンス！
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

　コンポスト（生ごみ処理容器）の利用で、可燃
ごみ排出量を減らし、堆肥化することにより家庭
菜園などにも利用できます。処理容器の購入補
助金制度もありますのでぜひご利用ください。

　家庭廃棄物を鳥獣、犬猫、風雨等による散乱
を防止し町民の良好な生活環境の保全を図るた
め、集積を行うごみステーションの整備について
以下のとおり設置代表者へ補助金を交付します。

① ごみ収集箱の既製品を購入した場合は、４分の１
以内を補助とし、上限額は２０，０００円までとします。

② ごみ収集箱を業者等に製作依頼した場合は、２分
の１以内を補助とし、上限額は１０，０００円までとし
ます。

③ ごみ収集箱は自主製作する場合は、原材料費の２
分の１以内を補助とし、上限額は１０，０００円までと
します。

④ カラスネットを購入した場合は、２分の１以内を補助
とし、上限額は２，０００円までとします。
※令和３年度から令和５年度までの補助事業です。　

　生ごみ処理容器購入金額の２分の１を補助しま
す。ただし、百円未満は切り捨てとし、上限額は
５，０００円までとします。
※補助制度の利用は、１家庭につき生ごみ処理
容器２基分までで、５年間は再度
の補助を受けられませんので、ご
注意ください。

　合併浄化槽は、家庭から出る雑排水（風呂、台所、洗濯等）や屎尿処理水を、微生物の力を活用し汚れた水を
きれいにする設備です。九重町では、３２％の家庭で生活排水が未処理のまま、水路や川へ流れだしているのが
現状です。また合併浄化槽を設置しても適切な維持管理を行わないと浄化機能が落ち、水質の悪化や悪臭の発
生を招くなど、地域の生活環境に影響を与えます。
　筑後川の源流に住む私たちの責務として、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に取り組みましょう。
　生活環境改善のため、汲み取りや単独浄化槽から転換時の合併浄化槽設置費用の補助を行っています。

合併浄化槽の適切な維持管理のため、次の 3 つをしっかり行いましょう。
①保守点検・・・機械の調整や空気量などの設定を行い、浄化槽の機能維持を図ることを目的としています。
②清　　掃・・・浄化槽の機能を回復させるため、たまった固形物や汚泥を引き抜き、装置の洗浄を行います。
③法定検査・・・法定検査は、保守点検や清掃が適切に行われているかを水質の検査を行っています。

◆合併浄化槽設置後の維持管理はしっかりと！

【購入補助金制度】

●お問い合わせ�
　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

●お問い合わせ�
　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

※�合併から合併への転換や増改築を
伴う場合等補助対象にならない場
合があります。

※�予算の定める範囲内になりますので
申請を受け付けられないこともあり
ます。

5人槽

設置区分
補助金額

新築

３３２，０００円 ５３２，０００円

６１４，０００円

７４８，０００円

１２０，０００円

９０，０００円

３００，０００円

４１４，０００円

５４８，０００円

既存住宅での設置

7人槽

10人槽

単独浄化槽撤去費

汲取り槽撤去費

宅内配管工事費

家庭から出る生ごみを
堆肥として利用しませんか？

既存のごみステーションを
整備しませんか？
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小規模集落対策について
●お問い合わせ　まちづくり推進課　☎０９７３－７６－３８０７

１０月は「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間です！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

　九重町では、令和５年３月末現在、全１４０自治区のうち、４６自治区が小規模集落に該当しています。九重町内に
おける小規模集落が占める割合は３２パーセントとなっています。

　大分県では男女ともに健康寿命日本一を目指すため、健康指標を用いて、各市町村の現状を「見える化」し、市
町村毎のランキングを毎年８月に公表しています。九重町では「歯と口の健康」「睡眠で休養」「喫煙（男性）」「健
診受診」に課題（グラフの数字は県内順位）があります。健康寿命上位を維持できるように、ご家族や地域の方 と々
一緒に健康づくりに取り組みましょう。

※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間を指します。
※�市町村は人口規模が小さく、国と同様の調査による「健康寿命」の算出は困難なため、類する指標として｢お達者年齢」を　　　
大分県が毎年公表しています。（Ｈ２９～Ｒ３平均）

高 齢 化 率とは・・・６５歳以上の高齢者が総人口に占める割合
小規模集落とは・・・６５歳以上の高齢者が自治区の総人口の５０％以上を超える自治区のこと

　小規模集落などの条件不利地域での生活を守るため
に、地域住民、地域コミュニティ組織等、様々な主体が実
施する長期的に機能する地域課題の解決につながる事業
などが対象です。
　県と九重町で事業費の 19/20 以内を補助します。

　人手不足で困難になっている集落の共同作業（集落の
作業である里道などの補修や草刈り、集会所や公民館、
公園の掃除や水路の泥上げ、簡易水道タンクの清掃、祭
りの準備や御輿担ぎなど）を、企業やＮＰＯ、ボランティ
ア団体などの活動団体に支援をいただくものです。

小規模集落対策事業について
≪小規模集落等支援事業費補助金≫ ≪小規模集落応援隊≫

健康寿命を延ばす３つの鍵　　「減塩マイナス3g」「野菜350g」「歩数プラス1500 歩」

あなたが元気ならみんなが嬉
しい！大分県の健康寿命をみ
んなで延ばそう！

大分県の健康寿命 九重町のお達者年齢

男�性 73 .72 歳（全国１位） 8１.１０歳（県内１位）

女�性 76 .60 歳（全国４位） 8５.９８歳（県内２位）

【女性】 お達者年齢
特定健診受診率

特定保健指導受診率

血圧高値

空腹時血糖

身体活動睡眠で休養

喫煙習慣

食べる速度

何でもかめる

通いの場参加率

歩得ダウンロード

メタボリック
シンドローム該当

【男性】 お達者年齢
特定健診受診率

特定保健指導受診率

血圧高値

空腹時血糖

身体活動睡眠で休養

喫煙習慣

食べる速度

何でもかめる

通いの場参加率

歩得ダウンロード

メタボリック
シンドローム該当
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１１月１９日はおおいた食（ごはん）の日です
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

１１月８日は「大分いい歯の日」、１１月は「大分いい歯の８０２０推進月間」です
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３ー７６－３８３８

　「食」は心身の健康にとって、基本となる大切な要素です。健康を維持するために「食事をおいしく、バランスよく」
とりましょう。

　大分県内の他の市町村と比較すると九重町は健康度が高いと言われていますが、歯の健康については課題がある
のが現状です。歯と口の健康状態を維持・改善することは全身の健康状態の維持にとって欠かせないことです。

　ごはんやパン、麺などを主材料とする「主食」、肉や魚、卵、大豆・大豆製品を
主材料とする「主菜」、野菜や海藻などを主材料とする「副菜」の３つのお皿を基本
とした献立にすると、多様な食品から、からだに必要な栄養素がバランスよくとれます。

　大分県では、最初に野菜を食べること（まず野菜）、今より７０ｇ多く野菜を食べる
こと（もっと野菜）の推進に取り組んでいます。

　減塩は、高血圧の予防、さらに循環器疾患の予防につながります。
　男女別「１日の目標量」は男性７．５ｇ、女性６．５ｇです（日本人の食事摂取基準２０２０より）。塩や
しょう油の代わりに、かぼすやゆずなどの柑橘類を焼き魚、揚げ物、鍋物などに使うとおいしく減
塩できます。

●１歳６か月児のむし歯保有率が県内ワースト３位
●３歳児のむし歯保有率が県内ワースト１位
　（令和４年度　大分県健康づくり支援課調べ）

　新型コロナウイルス感染症対策で、保健福祉センターでのフッ素塗布事業を健診対象者のみに限定していま
したが、健診対象以外の希望者のフッ素塗布を再開しました。（事前申込み不要です。）
【 実 施 日 】

【 受 付 時 間 】
【 場 所 】
【 対 象 年 齢 】
【持ってくるもの】

毎月第 2 金曜日（祝日等で変更あり）　
※開催しない日もありますので、九重町ホームページでご確認ください
午後１時～午後１時１５分
九重町保健福祉センター
1 歳 3ヶ月から就学前
フッ素塗布記録カード（持っている方）・コップ・歯ブラシ・タオル

①主食、主菜、副菜をそろえた食事

②１日に必要な野菜の摂取量は３５０ｇ！「まず野菜、もっと野菜」

③おいしく減塩１日マイナス３ｇ

九重町の乳幼児期の歯の課題

希望者は保健福祉センターでフッ素塗布ができます！

九重町 県平均

１歳６か月児むし歯保有率 2.44％ 0 .86％

３歳児むし歯保有率 20 .0％ 12 .3％

３～４か月に１度
継続して行うと効果的です

▲大分県ＨＰ

レシピ
も掲載

されて
います

講師：玉井歯科医院　玉井恵子	氏
日時：１１月８日（水）１３時～１４時
場所：保健福祉センター「糖尿病と歯周病の関連について」

公開講座開催（糖尿病から腎臓を守る教室と同時開催）
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シリーズ
『障がい福祉』

93 

親なきあと相談会を開催します
●お問い合わせ　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

　障がいをお持ちの方と暮らすご家族は、自分たちが一緒に暮らせなくなってしまった時のことを不安に思っている方
は多いかと思います。
　生活の場やお金のこと、何をどう備えてよいのか分からずに悩んでいませんか？
　専門の研修を修了した相談員が、一緒に課題を考え様々なサービスを紹介する等、ご本人とご家族が今後安心し
て暮らせるよう、今出来ることを一緒に考える『親なきあと相談会』を開催します。

●日　時　令和５年１１月８日（水）午前９時～正午
●場　所　九重町役場１階１０１会議室
　※予約不要で相談は無料です

どのような『親なきあと』の相談でも構いません。漠然とした不安やまずどこから手を付ければよいのかという悩みでも、お
気軽にご相談ください。

国民年金広場
国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です！

●お問い合わせ　　　　　住民課　☎０９７３－７６－３８０２　
日田年金事務所　☎０９７３－２２－６１７４

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽
減されます。控除の対象となるのは、令和５年中に納められた保険料の全額です。令和５年中に納められたものであ
れば、過去の年度分の保険料や追納された保険料も控除対象となります。
　本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告の際に、
申告する必要があります。申告の際には、控除額のわかる証明書を添付または保管しておく必要がありますので、下
記の予定でお送りする「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を大事に保管しておいてください。
本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告の際に、申
告する必要があります。申告の際には、控除額のわかる証明書を添付または保管しておく必要がありますので、下記
の予定でお送りする「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を大事に保管しておいてください。

　なお、同一世帯内のご家族の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、ご自身の国民年金保険料に加え、
その保険料についても控除の申告を行うことができます。
　また、「ねんきんネット」を利用することで、控除証明書の電子データの取得が可能です。受け取った電子データは、
e-Tax での確定申告等や年末調整で利用することができます。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関するご相談は、
ねんきん加入者ダイヤル（☎０５７０－００３－００４）までお願いします。

●令和５年分「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」発送スケジュール

対　象　者 発送時期

① 令和５年１月１日から10月２日までの間に納付された方 令和５年１０月下旬から１１月上旬

② 令和５年１０月３日から１２月３１日までの間に納付された方
（①の対象者は除きます。） 令和６年２月上旬
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支え合いリーダーを募集します！
●お問い合わせ　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

みんなで考えよう臓器移植
●お問い合わせ　　　　　　　　　　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

　九重町では、ご近所さんや区長・民生委員の方々で高齢者等の見守り活動が行われていますが、九重町の高齢
化率は４４．４％（令和５年７月末）となり、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯などの見守りを必要とする家庭が増えてき
ています。誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域でお互いに支え合い・助け合う仕組みづく
りが必要です。
　そこで、地域のことを考え活動していただく「支え合いリーダー」を今年も募集します。
　ぜひ、あなたの力を地域で活かしてみませんか？

　臓器移植とは、重い病気やケガで機能を失った臓器を、他の人から提供された臓器と入れ替える医療のことです。
移植の対象となる臓器は、心臓、肺、肝臓、腎臓、膵臓、小腸、（眼球）です。
　臓器移植は、適合するドナー（提供者）を見つけることが、非常に困難です。日本では約 1万 6000 人もの待機
者に対し、移植を受けられるのは、年間約 400 人です。
　臓器提供の意思表示は 15 歳以上であればできます。意思表示は、マイナンバーカードや健康保険証などに記入
するか、インターネットで登録するかのどちらかで行えます。
　本人の意思が不明である場合や拒否の意思表示がない場合は、家族の承諾があれば提供できることになっていま
す。逆に、本人の提供の意思表示があっても、家族が「提供しない」という選択をすることも可能です。臓器移植
について詳しくは、公益社団法人日本臓器移植ネットワーク（☎０１２０－７８－１０６９ 平日午前 9 時～午後 5時 30分）
にお問い合わせください。

【 日 時 】	

【 講 座 内 容 】	

【 募 集 締 切 】	
【 申 込 方 法 】　

令和５年１１月中の平日３日間で開催予定
詳細については申込者に対して個別にご連絡いたします。
支え合いリーダーの必要性や活動について
誰もが安心して住み続けられる地域づくりについてなど ( 予定 )
１１月１０日（金）
九重町社会福祉協議会までお申し込みください。
電話での申し込みも可能です。　　　　　　

支え合いリーダー養成講座 ３～４か月に１度
継続して行うと効果的で

臓器移植の現状
自分が脳死・心停止と判断された
場合の臓器提供の意思

出典：移植医療に関する世論調査（令和3年9月調査）

提供したい

39.5%
24.3%
提供したくない

35.8%
どちらとも
いえない

臓器提供の実施の状況

出典：公益社団法人 日本臓器移植ネットワーク
　　　公益財団法人 日本アイバンク協会のデータによる

希望者のうち、
およそ

5%/年

臓器提供に関する意思を
表示している人の割合

出典：移植医療に関する世論調査（令和3年9月調査）

10.2%6.7%
すでに意思表示を
している

3.5%
意思表示したことを
家族などに話している

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク　☎０１２０－７８－１０６９
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